いわ て 未来 づく り 機 構 第 3 回 ラウ ンド テー ブル 
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2 報告 事項 
第 1 、 第 3 作業 部 会 を 中 心 と し た 活動 状況 に つい て 
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第 3 回 ラウ ンド テー ブル 議事 録 メ モ 


日 時 : 平成 20 年 12 月 12 日 ( 金 ) 
場所 : 岩手 県 店 12 階 特 別 会 議 室 


作業 部 会 報告 に つい て 

第 1 作業 部 会 : 岩手 銀行 稲垣 副 部 長 

第 2 作業 部 会 : 岩手 大 学 齋藤 副 学長 

第 3 作業 部 会 : 岩手 県 大 平 政策 調査 監 

第 4 作業 部 会 : 岩手 大 学 齋藤 副 学長 

第 5 作業 部 会 : 岩手 県 立 大 学 久保 事務 局長 代理 


< ディ スカ ッ シ ョ ンジ 
永野 会 長 
・ ア グリ ビジ ネス フォ ー ラ ム に お ける プレ ゼン テー ショ ン 資 料 の 説明 


平山 館長 
・ 農業 は 長い 歴史 の 中 で 、 あ る と き は 政治 に 翻弄 され た り し て きた が 、 し た た か に 対応 し 
て きた 。 


・ 地域 の コミ ュ ニ ティ を 維持 し て きた の は まさ に 農業 で ある 。 

・ 東北 の ソフ ト パワ ー( 環境 、 人 な ど ) を 育ん で きた の も 農業 で ある 。 

・ 農業 が 健全 に 維持 され な い 限 り 、 そ うい っ た も の が 失わ れ て いく 。 

・ 農 業者 の 育成 と し て 、 平成 15 年 度 か ら 3 年 間 岩 手 農業 者 トッ プス クー ル を 開設 、 平 成 18 
年 度 は 岩手 農業 者 ビジ ネス スク ー ル 、 平成 19 年 度 か ら は アグ リフ ロン ティ アス クー ル を 
開設 し 、 農 業者 の 固まり ・ 担 い 手 を 作っ て いく 、 県 の 希望 創造 プラ ン の 中 に も ある 農業 
を リー ド する 経営 体 の 育成 を 図る 担い手 の 育成 を 図る 2 こと に も つなが っ て いる 。 

・ 現在 、 農 業者 だ け で な く 、 行 政 、 農 協 の 職員 、 建 設 業 者 、 銀 行 貞 な ど 380 人 が 修了 し て 
いる 。 

・ 今 まで の 農業 者 に は な い 能 力 、 自 立 する 農業 者 新しい 経営 者 と し て の 農業 者 の 育成 を 
図っ て いる 。 頁 献 を し て きた と 思う 。 

・ 県 の いわ て 希望 創造 プラ ン で は 、 認 定 農業 者 数 を 8,500 人 に 、 集 落 型 の 農業 経営 体 数 を 
250 経営 体 に する と いう 目標 が 掲げ ら れ て お り 、 こ れ ら が 達成 され れ ば 画 期 ある 農業 と な 
っ て いく と 思わ れる 

・ 高 付加 価値 を 生み 出す 農業 と し て 、 現 在 岩手 大 学 で は 、 昆 虫 や 桑 を 使っ た 細胞 の 増殖 を 
抑え る 、 鎮痛 剤 、 ガン の 薬 や 機能 性 食品 の 開発 を 医大 や 生 工 研 な ど と 共同 で 行っ て いる 。 
また 、 ザ ゼン ソウ の 温度 制御 の シス テム や 6 月 に 収穫 で きる 白菜 と いっ た シー ズ の 開発 


っ て いる 。 昆虫 や 植物 を 使っ た バイ オ の 研究 に お いて は 、 岩 手 の 独 壇 場 な の で 、 引 
続き 機構 の 中 で 伸ばし て いけ た らい いと 考え て いる 。 


永野 会 長 

・ 農業 分 野 に ニチ レイ な どの 産業 資本 が 入っ て き て お り 、 関 東 自動 車 と 同じ よう に 誘致 し 
て いく こと が 必要 。 

・ 岩 手 の 場合 、 補 助 金目 当て の 集落 型 営 農 組織 と な っ て いる の が 実態 で あり 、 そ うい っ た 
も の を いっ た ん ぶち 壊し て 新しい 形 と し な けれ ば 岩手 の 農業 の 発展 は な い 。 


甘 竹 会 長 

・ 農業 の 担い 手 不 足 、 後 継 者 不足 の 理由 は 儲から な いか ら 。 

・ 従 来 の 農業 は 作物 を 生産 し て 終わ り で あり 、 そ れ ら を どう 流通 、 販 売 す る か まで は 考え 
て こ な か っ た が 一 番 大 切な こと と 考え て いる 。 

・ ア マタ ケ で や っ て いる ファ ー ム ラン ド 藤沢 で は 、 ほ うれ ん 草 は 通常 茹で て 食べ る が 、 こ 
れ を 自分 の 店 で 生 で 食べ させ る と 圧倒 的 な 人 気 で あり 、 い い 価 格 で 売る こと が で きる 。 

・ ブ ラン ド は 、 安 定 生産 、 安 定 供給 が 必要 で ある 。 

・ ど こ に で も ある も の を 作っ て いる の で は ブラ ンド に は な ら な い 。 ブ ラン ド に する た め に 
は タネ か ら 改 良 す る な ど 、 特 別 な も の を 作ら な けれ ば な ら ない 。 農業 改良 普及 セン ター 
と の 連携 が 必要 。 

・ ア マタ ケ で は ファ ー ム ラン ド 藤沢 で ネギ や シシ トウ を 生産 し て いる 。 焼き鳥 の 具 材 を す 
べ て 自前 で 生産 し て いる 。 

・ 焼き 鳥 を 野菜 も 含め て すべ て 生 で 供給 で きる の は アマ タケ だ け で ある 。 通年 で 同じ ネギ 
を 供給 する こと は 難し く 、 農 業 改良 普及 セン ター の 指導 で うま くい っ た 。 

・ 生 の 焼き 鳥 を 販売 する た め に 、 ス ー パ ー に 焼き 鳥 を 焼く 機器 を 導入 し て も ら っ て 、 店 で 
焼き な が ら 販売 し て いっ た 。 

・ 最 近 で は 、 家 庭 用 焼き 鳥 焼き 器 ( や き と り 屋台 ) を 共同 開発 し て 、 家 で 焼き な が ら 食べ 
る こと が で きる 。 

・ 商品 を 作る 際 に は 、 流 通 や 販売 の こと まで 考え な いと 売れ る も の は 作れ な い 。 

・ 機構 で は 、 大 学 の 先生 方 の 指導 を 受け て 、 ど う 商品 を 開発 する か を 考え て みて は どう か 。 

・ ア マタ ケ で は 相場 販売 は 一 切 や ら な いと いう 方針 。 そ の た め に は 他社 が で き な い こと を 
や り 、 ブ ラン ド 化 を 図っ た 。 

・ 機構 で も 、 モ デル ケー ス を ひと つぶ ふた つ 作 っ て 、 皆 を 説得 し て いく こと が 必要 。 

・ ペレ ッ ト も か な り の 量 を 使っ て いる が 、 モ ノ が な い 。 岩手 県 の 生産 の た め に な る よう な 
ペレ ッ ト の 販売 も し て いた だ き た い 。 


達 増 知事 


・ 相場 で 商売 を し な いと いう の は 、 上 農業 の 課題 の り 本質 を つい て いる と 感じ た 。 

・ 肉 で あれ 野菜 で あれ 、 そ の まま 市 場 に 出せ ば 相場 に な か っ て し まう が 、 商 品 化 すれ ば 決め 
た 値段 で 売る こと が で きる 。 

・ 消費 の 現場 で は 食べ 物 は 定価 で 出 て く る 。 消費 の 現場 に 近い 姿 で 岩手 か ら 売り 出す よう 
な し くみ に し て いけ は ば 農家 の 収入 も 安定 し て いく 。 

・ 相 場 で 商売 を し な いと いう の が 、 問 題 解決 の ひと つの 重大 な ポイ ント と な る 。 


藤井 学長 

・ 第 1 次 産業 は 、 地 域 を 支え る 基本 的 な 産業 で ある と 考え て いる 。 

・ 第 1 次 産業 全体 の 生産 額 、 か つて は 10 兆 円 産業 と いわ れ た が 、 今 で は 9 兆 円 を 切る ぐら 
いと な っ て し まっ た 。 

・ ち な み に パ ナ ソ ニッ ク は 1 社 で 9 兆 円 の 生産 額 。 

・ 日 本 の 農林 水産 業 の 従事 者 は 300 万 人 、 パ ナ ソ ニッ ク は 30 万 人 、 総 生産 額 は 同じ くら い 
と いう こと は 一 人 当たり の 生産 額 は 10 分 の 1。 

・ し か し 、 数字 だ け 見 れ ば 弱み だ が 、300 万 人 が 支え る 地域 密着 型 の 水 資源 を 使っ た 産業 と 
いう 見 方 も で きる 。 

・ 地域 に 密着 と いう こと は 土地 に し ば られ る と いう こと で も ある が 、 逆 に 地域 を 支え て い 
る と いう 視点 も 必要 。 

・ 農業 は 土地 の 集積 は 可能 だ が 限度 が ある 。 土 地 が 分 散 し て いる と いう の が ひと つの キー 
ワー ド 。 

・ 担い手 を 作っ て 、 分 散 し た 生産 体系 を 自立 的 に 育て て いく 。 

・ も う 一 つの キー ワー ド が 協 働 、 協 力 的 に 働く 。 

・ 自立 、 分 散 、 協 働 が 農林 水産 業 の ひと つの 柱 と な る 。 商 工業 と 違う ひと つの 視点 、 特 徴 
で は な いか 。 

・ も う ひ と つの 特徴 は 、 農 業 は 川上 を 担っ て いる が 、 食 品 産業 と し て は 90 兆 円 の 生産 額 が 
ある 。 第 1 次 産業 は 付加 価値 を 加え て 流通 まで 支え て いる と いう 特徴 を も つ 。 

・ 地域 資源 と いう 見 方 が 必要 。 岩 手 な か な ら で は の キラ リ と 光る も の を 作る 。 

・ 歴 史 、 文 化 、 景 観 も 地域 資源 で ある 。 活 用 する と な る と 観光 が 大 事 。 県 内 に 観光 客 が 200 
万 人 き て 、 一 人 当たり 10 万 円 使え ば 2000 億 円 と な り 、 岩 手 県 内 の 農林 水産 業 の 総 生産 
出 額 に ほぼ 匹敵 する 。 

・ 農林 水産 業 が 川上 、 川 中 、 川 下 で 地域 内 で 完結 すれ ば 、 地 域内 で お 金 が 回 り 、 県 内 の 内 
協 を 暖め る 効果 が 期待 で きる 。 


元 持 社長 
・ 県 外 へ の 農産 物 の 販売 に は 、 直 売 と 卸 が 考え られ る が 、 人 口 の 多い と ころ に きめ 細か く 
届け る よう な 商品 の 作り 方 が で き な いか 。 


・ 観光 を 考え る と 、 県 内 に 引っ 張っ て くる た め の 、 ア クセ ス の 面 か ら 見 れ ば 、 新 幹線 が 使 
える の は 東京 近辺 だ け で あり 、 九 州 か ら は 相当 な 時 間 が か か る こと に 留意 し て 、 考 えて 
いか な けれ ば な ら な い 。 

・「 製品 と 商品 」 の 違い 。 製 品 と し て は 抜群 だ が 、 商 品 と し て は 全然 売れ な いと いう こと も 
ある 。 

・ 県 外 に いる 岩手 出身 者 が 岩手 県 を どう 見 て いる か 。 県 内 に いる と お いし い 食 材 も 当たり 
前 と な っ て し まう 。 宣伝 する チャ ンス を 逃し て いる の で は な いか 。 そ う で は な い 目 で 宣 
伝 し て も ら う 。 


永野 会 長 

・ 農 業 へ の 参入 に 関し て 、 商 社 に も 来 て 欲し い が 、 地 場 の 産業 が や っ て く れれ ば 一 番 い い 。 

・ 地 産地 消 の 目標 は 、 経 済 の し くみ を 地域 循環 型 と する こと 。 

・ 飲食 店 の チェ ー ン 店 は 、 週 に 数 回 仙台 な どか ら ま と め て 加工 済み の 食材 が 送ら れ て き て 
お り 、 地 場 の 食材 が 使わ れる こと は な く 、 地 産地 消 に つなが ら な い 。 そ こ で 、 地 産地 消 
を も っ と 形 に し て 表す 取り 組み を 商工 会 議 所 で 行っ て いる 。 

・ 地場 で の 信用 通貨 の 循環 の と っ か か り と し て 、 地 産地 消 を 進め る 。 地 場 で の 通貨 の 循環 
の 期間 も 短く な っ た 。 


元 持 社長 
・ 地球 温暖 化 が 進み 、 農 産物 の 産地 の 北限 が 上 が っ て き て いる 。 こ れ を 利用 し て 新しい 商 
品 化 に つなげ る こと は で き な い か 。 


甘 竹 会 長 
・ 北 海道 で は コメ に 力 を 入れ て いる 。 


玉山 社長 

・ 看 町 商店 街 で 、 廃 棄 物 縮減 の 取り 組み を 考え て いる の で ご 紹介 し た い 。 

・ 生 ゴミ を 飼料 化す る ボッ クス を 協力 し てく れる マン ショ ン な ど に 置い て 、 飼 料 化し た と 
き に 契約 し た 農家 に 持ち 込む 。 協力 し てく れ た と ころ に は 生産 物 の 配当 や 、 年 に 数 回 の 
収穫 祭 を 行う 。 飼 料 化し た 生 ゴ ミ は 、 バス 会 社 や タク シー 会 社 の 協力 で 無償 で 農家 まで 
運ん で も ら う 。 

・ CO2 の 問題 と 運輸 ・ 交通 関係 と の ネッ ト ワー ク が で きる こと 、 農 業者 と の 一 体 と な っ た 
サー ビス 業 の 勉強 会 が で きる こと 、 最 終 的 に は 消費 者 が 新鮮 な 生産 物 の 安定 供給 を 受け 
る こと が で きる 。 

・ や っ て いる こと は 小さ いこ と か も し れ な い が 、 通 常 で あれ ば 考え つか な いよ うな 、 本 件 
の よう な 農業 と 運輸 関係 を 巻き 込む よう な スキ ー ム を 考え て いく の が 、 機 構 の 横断 型 、 


全部 を 巻き 込む と いう 理念 に 合致 する の で は な いか 。 ブ レー クス ルー に つなが る 。 


平山 館長 

・ いろんな 分 野 が 連携 し て いく こと が 大 切 で ある 。 

・ 農 商工 、 時 間 ス ケー ル な ど そ れ ぞ れ 違 っ た 性 格 を 持っ て いる 。 

・ 農業 の ある べき 姿 を 深く 議論 し 、 そ の 姿 を 共有 し な けれ ば 一 方 的 な 思い 込み に よる 議論 
に な っ て し まう 。 

・ 土地 の 問題 、 相 続 、 税 制 の 問題 、 カ ロリ ー ベ ー ス で 議論 し て きた が 生産 高 ベ ー ス だ っ た 
ら ど れ だ け か と いう 問題 、 自 給 率 が 足り な いと いう 反面 コメ 余り な の は な ぜ か 、 法 人 と 
いう サイ ズ を も っ た も の に だ けし か 国 は 支援 し な い 、 ど うし て 知事 部 局 に 3 分 の 1 の 人 
只 が 集まっ て いる の か 、 農 協 の 問題 も 含め て も っ と 情報 開示 し て 、 勇気 を も っ て 深い 理 
解 を も ちな が ら 取り 組ん で いか な けれ ば な ら な い 。 

・ 一 方 的 な 思い 込み だ け で 、 守 ら な けれ ば な ら な い 農 業 に か えっ て 迷惑 を か け て し まう こ 
と に な り か ね な い 。 


永野 会 長 
・ 機 構 の キー ワー ド は 県 民 総 ぐる み 。 
・ 最 近 で きた 農業 推進 会 議 と の 区 分 け は どう な っ て いる の か 。 屋上 屋 の も の で は な いか 。 


浅沼 課長 

・ 農 商工 連携 推進 会 議 の ひこ と だ と 思う が 、 各 地域 の シー ズ を 拾い 上 げ て マッ チン グ さ せ て 
いく 、 現場 の 動き や 具体 的 事例 を 拾っ て いく こと を 目指 し て いる 。 大 所 高 所 か ら の 意見 
を いた だ く 機構 と の 役割 分 担 は し て いけ る と 考え て いる 。 


永野 会 長 

・ 農 商工 連携 の 問題 を 突き 詰め て いく と 、 実 例 を どん どん 作っ て いく 。 県 民 総 ぐす る み で 5 
つの テー マ を スピ ー ド を も っ て 消化 し て いく た め に 、 現場 まで 踏み 込ん で や ろう か と 思 
っ て いた が 、 そ うい うこ と で あれ ば 、 わ れ わ れ は 資料 を 作っ て お れ ば よい と いう こと な 
の か 。 


浅沼 課長 

・ 農 商工 連携 ファ ンド を 活用 し た 事例 の 策定 を 念頭 に お いた 会 議 に な っ て いる 。 フ ァ ン ド 
の 活用 に 対す る 希望 を 農業 サイ ド に か け 、 商 エサ イド に つなげ て いく 、 そ う いっ た ファ 
ンド の 活用 を 念頭 に お いた 組織 と ご 理解 いた だ き た い 。 


永野 会 長 


・ 役割 が 重複 し な いよ う 、 担 当 の も の と 調整 し て いた だ きた い 。 組織 が 洪 立 し て も し ょ う 
が な い 話 。 


達 増 知事 

・ 地 産地 消 は 、 お 金 を 地場 で 循環 する た め に 重要 な ポイ ント 。 

， 人口 135 万 の 岩手 県 より 、 少な い 人 口 の 国 が 200 か 国 の うち 50 か 国 は ある 。 

・ そう 考え る と 、135 万 人 の 人 口 と いう の は 完結 し た 経済 体 と し て 考え る こと が 可能 。 

・ 保護 貿易 、 最 近 で は 、 戦 略 的 貿易 政策 と 呼ば れ て いる が 、 県 外 に 売り た いも の は どん ど 
ん 売る が 、 県 内 に 入っ て くる も の は コン ト ロー ル 、 制 限 を か けた い 。 

・ 県 独自 に 制限 を か けた り 、 関 税 を か けた りす る 権限 は な い が 、 県 民 運 動 的 な こと で 県 下 
と し て 地産 地 消 を 実現 する と いう こと は で きる と 思う 。 

・ 路 線 バ ス で 生産 物 を 運ぶ と いう の も グッ ドア イデ ィ ア だ と 思う が 、 そ うい うこ と で 岩手 
と し て の 戦略 的 貿易 政策 が 展開 で きれ ば いい の で は な いか 。 

・ 資料 に は 、 岩 手 の 人 は 宣伝 が 下手 で あり 、 そ れ が 長い 間 課 題 と され て いる と ある が 、 な 
か な か 解決 で き な い 問題 の 場合 、 問 題 自 体 が 間違っ て いる 場合 が ある 。 

・ 問題 の 核心 は 宣伝 が 下手 と いう こと より も 、 商 品 化 が 下手 な の で は な いか 。 

・ 岩手 に は いろ ん な いい も の が た くさ ん ある が 知ら れ て いな いこ と を 称し て 宣伝 下手 と い 
う の だ ろう が 、 い いも の が そもそも 商品 の レベ ル に まで な っ て いな い の で は な いか 。 

・ こ の 間 、 香 港 に 行っ て 物産 や 観光 の 宣伝 を し て きた が 、 釜 石 の 中 村 屋 の 海宝 漬 は 、 香 港 
で も 評判 だ っ た が 、 決 し て 宣伝 が 上 手 で 成功 し て いる わけ で は な く 、 や は り 商品 が よい 
も の で ある か ら 成功 し て いる の で ある 。 

・ 商品 な し で 宣伝 だ け 力 を 入れ て も まっ た く 意味 が な い 話 で ある 。 

・ 岩手 に は いい 素材 は いっ ぱい ある が 、 い い 商 品 に な っ て いな い の が 問題 。 

・ いい 商品 に な りさ えす れ ば 、 宣 伝 よ り 営業 で 売り 込む 、 買 っ て くれ そう な と ころ に 個別 
に 当たっ て 、 ど ん どん 売れ れ ば 宣伝 し な く て も 売れ る 。 

・ 実は 岩手 に は こう いう も の が いっ ぱい ある 。 モ ノ づく り 産 業 で も か な り 高度 な 部 品 を 作 
っ て いる 会 社 が いっ ぱい ある が 、 そ こ は 売 れ て いる の で あら ため て 宣伝 は し て いな い 。 

・ ブ ラン ド と は 、 宣 伝 を 超え た 情報 マネ ジメント 戦略 で ある 。 も は や 宣伝 で は な い 。 

・ 岩手 全 体 と し て 「 黄金 の 國 、 い わ て 。」 の よう な 統一 イメ ー ジ を 発し な が ら 、 宣 伝 し な く 
て も 売れ て いる よう な と ころ を 情報 と し て 集め 、 紹 介し て いく こと で 、 岩 手 に 関す る 望 
まし い イ メー ジ を も っ て も ら う 。 

・ そういう セッ ト を し て お く と 、 宣 伝 の つも り で は な く 営業 活動 を し て いる 人 た ちの 行動 
が 実は 岩手 に と っ て の 宣伝 と いう 意味 に な っ て く る 。 

・ 営業 する と き は 、 岩 手 に ある 、 岩 手 の 会 社 と いう こと で や っ て いる 。 岩手 に 関し て 動い 
て いる 、 例 えば 、 小 沢 み さき さん が 北京 オリ ン ピ ッ ク に 出 て いる こと も 含め て 、 岩 手 の 
宣伝 と いう 形 に な っ て いく 。 


・ そう し た 情報 マネ ジメント 戦略 が ブラ ンド 戦略 と いう こと で あり 、 せ まい 宣伝 に こだわ 
っ て いる と ブラ ンド 戦略 は うま くい かない 。 

・ 記載 され て いる 個々 の 実践 に つい て は 、 ま さ に 情報 マネ ジメント 戦略 と し て 展開 され て 
いる の で 、 し っ か り 進め て いけ ば よい 。 


その他 > 

達 増 知事 

・ 本 県 の 雇用 情勢 は 、 景 気 後 退 の 影響 な ど に より 、 非 正規 社員 の 雇い 止め が 多く 発生 し 、 
また 、 正 規 雇 用 の 解雇 が 懸念 され 、 憂 慮 すべ き 事態 。 ま た 、 新 卒 者 の 採用 枠 が 縮小 し 、 
県 内 就職 者 が 減少 する こと も 危 恨 さ れる 。 

・ 雇 用 不安 が 個人 消費 の 冷え 込み を 助長 し 、 地 域 経済 の 規模 が 縮小 する 負 の スパ イラ ル の 
誘発 も 懸念 。 

・ 国 で は 緊急 の 雇用 対策 メニ ュー を 提案 し 、 県 で も 緊急 雇用 対策 本 部 を 設置 し 、 さ ら に 年 
明け に は 、 商 工 労働 観光 部 に 雇用 対策 ・ 労 働 室 を 設置 する こと と し た と ころ 。 

・ 私 は 、 こ の 危機 を 乗り 越え る た め 先 頭 に 立っ て 取り 組ん で 参る 所 存 。 

・ 岩 手 の 明 る い 未 来 を つく る た め に は 、 県 民 の 方 々 の 雇用 を 守り 、 新 た な 雇用 を 創出 する 
こと が まず 必要 な こと 。 

・ こ の よう な こと か ら 、 い わ て 未来 づく り 機 構 の ラウ ンド テー ブル メン バー、 会 員 の 方 々 
を 始め 、 企業 の 方 々 、 大 学 な ど 関係 機関 の 方 々 一体 と な っ て 、 地 域 の 雇用 の 維持 確保 に 
最大 限 の 努力 を は ら っ て いた だ きた いと 考え る 。 よ ろ し く お願い し た い 。 


永野 会 長 

・ 経営 者 の 立場 と し て は 、 雇 用 責任 は 重大 な 経営 責任 の 一 端 で あり 、 状 況 が どう な ろう と 
も 可能 な 限り 守ら な けれ ば な ら な い 。 

・ 地 産地 消 、 信 用 通貨 の 地域 内 循環 、 ブ ロッ ク 経 済 化 の よう な 部 分 で 問題 を と ら え れ ば 、 
まだ まだ 岩手 は し の げ る 。 


奏 の 丹 雇 ア 遂 疾 を 考え る 





いわ て 未来 づく り 機 構 
ラウ ンド テー ブル メン バー 
株 式 会 社 岩手 銀行 
代表 取締 役 会 長 永野 勝美 


尾 美 赤 胡 人 婚 型 甘美 璋 0 一 香 个 


衰退 し て いく 農業 農業 に 向け られ る 産業 資本 
- 都 市 部 へ の 人 口 集中 に よる 、 担 い 手 の 農 ・ 世 界 的 な 食糧 危機 に 対す る 、 食糧 自給 率 
業 離れ 農業 従事 者 の 高齢 化 向上 に 向け た 取組 み が 国 家 的 急務 
・ 減 反 奨 励 等 に よる 、 農業 従事 者 の 事業 意 "産業 資本 が 農業 参入 を 促進 する よう 政策 
欲 低下 転換 する こと に より 、 農業 の 集約 的 大 規模 
・ 農 地 の 遊 休 化 、 耕 作 放 棄 地 の 増加 化 が 可能 と な る 
還 端的 産業 群 と 共に 、 連 峰 型 


ま の 一 員 へ 



























・ 世 界 的 な 人 口 増加 
発展 途上 国 の 所 得 向上 
・ バ イオ エネ ルギー へ の 利用 
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奏子 庶 紛 公記 契 医 甚 笑 访 六 癌 ~ 尾 邮 欢 夺 M 业 OD 月 檬 ~ 


| 今後 4 年 間 に 、 重 

! 点 的 ・ 優 先 的 に 
組ん で いく 過信 | 
! を 定め た も の 

























農林 水産 業 を リー ド 
する 経営 体 の 育成 






生産 性 ・ 市 場 性 の 高い 


消費 者 実需 者 ニー ズ に 
農林 水産物 の 産地 形成 (5 下 而 


対応 し た 販路 の 拡大 





農業 産出 額 4 年 後 の 目標 値 : 約 60 億 円 の 増加 を 目指 す 
2, 544 億 円 (平成 18 年 )2, 600 億 円 (平成 22 年 ) 


谷 玫 货 0D 恬 美 O 玛 状 ⑦ 一 高 /人 廊 闪 请 茶 顽 ~ 
岩手 県 の 食料 自給 率 (平成 18 年 度 ) 





岩手 県 の 食料 自給 率 は 全国 と 比べ て 高い 
| 岩手 県 | 105% | 人 
岩手 は 食糧 の 供給 基地 





主要 先進 国 の 食料 自給 率 ( カ ロリ ー ベ ー ス ) の 推移 
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(資料 農林 水産 省 
100 「 食 料 需給 表 」 
FOT” Food Balance 
Sheets "を 基 に 農林 水 
産 省 で 試算 
50 y | 
(9 供給 熱量 総合 食 
料 自給 率 は 、 総 供給 
量 に 占め る 国産 供給 
8 「 , 熱量 の 割合 で ある 。 














1964 1969 1974 1979 1984 1989 1993 1998 2003 (年 ) 


苔 天 符 O 雇 业 OD 殊 关 ② ~~ 严 成 18 年 屋 诬 业 寿 坟 亡 ~ 


農業 産出 額 : 2.544 億 円 く 全 国 第 11 位 > 
【 上 位 10 品 目 】 


・18 年 度 の 農業 産出 額 
の 1 位 は 米 で 、25. 1% 
を 占め て いる 。2 位 は ブ 
ロイ ラー で 16. 6% 


・ 全 体 で は ブロ イラ ー の 
比率 が 高い 畜産 業 が 米 
な どの 耕種 農業 を 若干 
上 回 っ て いる 
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・ 農 業 産出 額 は 減少 が 続い て お り 、 平 成 18 年 度 は 平成 2 年 度 に 比べ 931 億 円 減少 し て いる 











・ た だ し 平成 18 年 度 の 産出 額 は 、 米 の 減少 を 畜産 等 が カバ ー し 、 前 年 比 僅 か な が ら 増 加 し た 


替 子 旨 の 農 美 の 現 炎 @ 一 会 国 .更 少 确 慰 上 DO 此 绪 ~ 


農業 産出 額 の 推移 


・ 全 国 で は 農業 導 
出 額 の 減少 傾向 が 
続い て いる 

















-岩手 虹 式 二 畜产 
等 の 増加 が 米 の 減 
少 を 補い 、 前 年 比 3 
億 円 増加 

















. 東 北 で は 、 青 
森 ・ 山 形 ・ 岩 手 の 
青森 et 
時 前 
| mm | so| so| 0 | 
me ue | ie | se | 





若 手 保 D 记 美 D 瑰 关 @ ~ 箕 美 の 大) チチ の 巡 況 の 





第 一 次 産業 (農業 の 割合 ) 農業 生産 性 の 岩手 県 と 全国 と の 比較 


(単位 :% 


農業 投下 労働 時 間 グ 年 2,121 時 間 | 1.829 時 間 
生产 性 1 人 当り 1 185 千 因 | 1.456 キ 円 
(生産 農業 所 得 ) 70 千 円 





岩手 県 は 全国 に 比べ 、 第 一 次 産業 の 比率 が 高く 、 か 


つ 農 業 の 占め る 割合 も 高い 
つ 全 国 に 比べ 約 3 倍 
また 、 岩 手 県 の 農家 1 戸 当たり の 耕地 面積 は 1.8 
ha で 全国 平均 の 1. 3ha よ り 広 い 耕 地 面積 を 
持っ て いる 
し か し な が ら 、 農 業 従事 者 の 65 歳 以上 の 占め る 割合 
i り 、 労 働 時 間 も 全 国 平均 を 上 回 っ 
て い 
結果 と し て 、 本 県 の 農業 生産 性 は 全国 平均 を 下回っ 
て いる 状況 に ある 
< 要因 >① 合 理化 の 遅れ ② 技 術 指導 の 停滞 

③ 集 約 化 、 大 規模 化 の 遅れ 








奏 了 チ 弟 の 農 差 の 引 迷 @ ~ 農 美女) チ の 炊 光 





年 齢 別 基幹 的 農業 従事 者 の 推移 農業 従事 者 の 高齢 化 は 急速 に 進ん で お り 、 平 成 7 年度 
は 4 割 だ っ た 65 歳 以上 の 割合 が 、 17 年 度 で は 約 6 割 
平成 100% を 占め る まで と な っ て いる 。 世代 交代 が 進ま ず 、 後 継 者 


"A tes 
ン ' ] 一 方 、 新 規 就農 者 数 は 僅か に 増加 する 傾向 に あり 、 こ 


の 3 年 間 は 100 名 を 超え る 新規 就農 者 が ある 。 新規 就 


農 者 の 中 で は 、U タ ー ン 就農 者 の 増加 が 目立っ て いる 


12 年 17.2 この よう な 就農 経路 の 変化 は 、 近年 他 産業 従事 者 に 農 
業 を 就業 対象 の 一 つと し て 見 直す 機運 が 高まっ て いる 
こと や 、 新 規 就農 者 の 受入 促進 に 向け た さま ざま な 政 


時 a 
- 他 産業 は 、 停 滞 化 が この 先 し ば らく 続く も の と 見 信 さ れ 











1 60~64 歳 65 歳 以上 る 。 新規 就農 者 の 勧誘 は この と き を も っ て ほか に な い 。 
曲 | 
新規 不 農 者 の 推移 ! ・ 農 商工 連携 促進 法 
(単位 : 人 ) 地域 を 支え る 中 小 企 業者 と 農林 水産 業者 と の 連携 に より 
! 地域 活性 化 を 目指 す 
”品目 横断 的 经 党 安定 计策 





! 大 規模 経営 を 目指 す 農家 (「 担 い 手 」) に 国 の 支援 を 集中 


' て 「 担 い 手 」 の 条件 

① 個 人 や 法人 の 場合 、「 認 定 農業 者 」 と な り 、 原 則 と し て 
! 都府県 で 4ha 以 上 (北海 道 で は 10ha 以 上 ) の 農地 を 確保 
 (② 仲 間 と 共同 で 農業 を する 場合 、 原 則 と し て 20ha 以 上 の 
: 農地 を 有する 「 集 落 営農 組織 」 を 立ち 上 げ て これ に 参加 
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| _ | 耕地 面積 | 耕作 放棄 地 | 割合 (单位 : ha) 
4671.000 | 385,791 … 岩 手 県 平均 7896 よ り 割合 が 高い 市 町 村 
東 北 地 方 | 880.500 71.223 … 岩 手 県 平均 7896 よ り 割 合 が 低い 市 町 村 
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1. 産業 資本 を 大 規模 集約 農業 の 一 員 と し て 受入 れ 、 近代 的 農業 株 式 会 社 経営 を 
押し 進め る 

2. 核 と な る 農業 法人 を 設立 し 、 産業 資本 は 資本 金 を 、 農 家 は 農地 の 現物 提供 を 出 
資金 と し 、 農 業 従事 者 は 当該 会 社 の 社員 兼 株主 と な る 。 そこ で 賃金 お よび 配当 金 
を 受け る こと に な る 

3. 会 社 に お ける 農業 経営 は 、 ビ ニー ル ハ ウス 等 に より 気候 等 の 影響 を 軽微 に と ど 
め る 四季 園芸 の 形態 が 望ま し く 、 そ の 際 使 用 され る エネ ルギー は 間伐 材 の 利用 
等 (電力 化す る こと も で きる ) が 考え られ る 

4. 販路 に つい て は 、 ス ー パ ー、 学 校 給食 、 病 院 給 食 、 都 市 生活 者 (マン ショ ン 管 理 
組合 ) 等 と の 特別 な 契約 に よっ て 、 安全 安心 な 食材 の 安定 供給 が 完結 で きる よう 
に する 


県 内 の 行政 各 機 関 と 協力 体制 を 構築 する 
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宮 信 婦 学 彦 考 の / 大 ま グ / を ご ど フ つく る か 
県 内 の 意欲 的 な 生産 者 


y 岩手 県 農業 法人 会 会 員 

v いわ て 農業 者 トッ プス クー ル 卒 業 生 

いわ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル 卒 業 生 、 在 校生 

・ 組織 化し た 生産 者 の 現状 

v 様々 な 農業 政策 に より 、「 集 落 営農 組織 」 な どの 組織 化 、 法 人 化 が 進め られ て いる が 、 
騙 当る / 秀 婦 る 契 依 湖 受 / ア 米 氷 綴 / が 含 誠 て いる こと が 茹で き 婦 /!(※ リ と され て 
お り 、 生産 規模 が 拡大 し 販路 も 確保 し て いる 生産 者 は ほん の 一 部 に すぎ な い 

※(2008 年 4 月 県 農業 研究 セン ター「 集 落 営農 組織 の 現状 と 展開 方 向 」 よ り 引用 ) 


v 規模 拡大 や 販路 拡大 を 目指 し 、 努 力 を し て いる 生産 者 も いる が 、 単独 で 出来 る こと は 
限ら れ て お り 、 結果 し て 既存 の 販売 ルー ト で 赤字 販売 を 強い られ て いる 

v 努力 し て いる 意欲 的 な 生産 者 に は 、「 良い 作物 を つく る が 、 販 路 が な い 」、「 販 路 は ある 
が 、 生 産 量 が 追い つか な い 」、「 農 地 は ある が 人 手 が 足 りな い 」 な どの 悩み を 持つ 生産 
者 が 多い 


・ 個々 の 意欲 的 な 生産 者 の 「 固 まり 」 を つく る 


オロ テラ 半 | em pr | 
W『 ms | == メー プーーー が 
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其 作 放 药 协 解 游 /= 启 /太守 例 /DL 1 TO 


・ 市 町 村 の 調査 
" 県 は 市 町 村 ご と に 耕作 放棄 地 の 調 査 ・ 報 告 を 求め て いる (11 月 末 ) 
v 調査 方 法 ・・・ 耕 作 放棄 地 を 状況 ご と に 3 つ に 区 分 
口 A っ = すぐ に 耕地 と し て 利用 可能 な 農地 
口 B= 基盤 整備 (機械 に よる 耕 起 等 ) に より 耕地 と し て 利用 可能 な 農地 
ロロ C= き 耕 地 と し て の 活用 が 困難 な 農地 
調査 後 の 対策 
「 耕 作 放棄 地 解 消 対策 協議 会 (仮称 )」 を 設置 、 市 町 村 ご と に 解消 に 向け た 計画 を 策定 
区 分 ご と の 対応 
口 A お よび B ラ 国 の 補助 金 等 活用 に より 再 耕地 化 を 行う 
口 C き 再 耕 地 化 は 行なわ ず 、 市 民 農 園 な ど 別 の 活用 方 法 を 検討 
支援 へ の 取組 み ( 検 討 中 ) 

" 耕作 放棄 地 は 市 町 村 に より バラ つき が 大 きい 。 例え ば 、 葛巻 町 の よう に 酷 農 向け に 積 
極 的 な 対策 を し て いる と ころ も ある 。 市 町 村 の 垣根 を 越え て 、 耕 作 放 棄 地 活用 の マッ チ 
ング 支援 を 検討 

" 酷 農 家 と 耕作 農家 の 接点 も 少な いこ と か ら 、 岩 手 県 と し て は 接点 を 増やす 機会 を 設け 
る な ど 支 援 の 検討 も 行っ て いる 





诅 作 放 药 协 解 游 /= 语 /大 寻 例 /LI1TO 


葛巻 町 の 取組 み 








耕作 放棄 地 の 調 査 
v 農業 産出 額 56 億 円 の うち 40 億 円 が 酷 農 を 中 心 と し た 畜産 で ある こと か ら 、 飼料 店 
対策 と し て 、 耕作 放棄 地 の 調 査 を 早く か ら 実 施 
v 耕作 放棄 地面 積 の 内 訳 [耕作 放棄 地 の 内 訳 ] 
口 面積 は 町 全体 の 耕地 面積 (3,. 840nha) の 2. 196 で 、 


県 内 平均 8%% に 比べ 低位 で = の 
県 内 平均 8% に 比べ 低位 で ある BB | 245 | 


ロ 発生 要因 は 主 に 後継 者 難 に よる も の 
口 地勢 的 に は 耕地 の 区 画 が 狭小 で 、 急 傾斜 地 に 多い 


解消 へ の 取組 み 
v 非 農家 の 農地 取得 用 件 を 緩和 し て 、 今 年 度 よ り 10a か ら 取 得 を 可能 と し た 。 町 内 外 か 
ら 問 い 合 わせ が あり 、2<3 件 が 実現 の 見 込み 
v 幼稚 園児 と 「 孫 の 手 を 借り た い 事 業 」 と し て 遊休 地 30a を 利用 し ソバ を 栽培 。 秋 の 産業 
祭り で 参加 者 に 振舞 っ た 。 取り 組み を 通し て 遊休 地 解 消 を 意識 付け を 行っ て いる 
農業 振興 策 
町 内 の 水田 面積 は 450ha あ る が 、 転 作 が 進ん で お り コ メ の 栽培 は 約 100na。 残る 約 
350ha で は 、 転 作 作物 と し て 、 飼 料 用 デン トコ ー ン や 牧草 を 主 に 栽培 し て いる 
v 近年 は 、 野 菜 や 花き 、 気 候 環境 を 利用 し た 「 夏 秋 採 り イ チ ゴ 」 の 生産 も 開始 し た 


其 作 放 药 协 解 游 /= 启 /太守 例 /DL1T@ 


・ 飼料 米 の 作付 面積 
" 作付 面積 ・・145. 9ha( 平 成 20 年 7 月 現在 )、 前 年 度 15. 7nha に 対し 約 9 倍 増加 
v 品種 は 、 東 北 農 研 セン ター が 育成 し た 「 ふ く ひ びき 」 が 主体 。 収量 が 多い が 、 耐冷 性 が 
弱い た め 、 県 オリ ジ ナ ル の 「 岩 南 29 号 」「 岩 手 85 号 」 の 試験 栽培 に 取り 組ん で いる 
・ 取組 み 事例 
v 一 関 市 大 東町 内 の 生産 者 と 首都 圏 養豚 会 社 の 「 飼 料 用 米 プ ロジ ェクト 」 の 取組 み 
口 単 収 が 目標 700 て 800kg ン 10a に 対し 643kg10a に と ど ま る 
口 価格 は 60 円 kg 志 10a、 ト ウ モ ロコ シ 40 円 kg10a に 対し 割高 
き 多 収量 と 安定 供給 、 価 格 低減 が 今後 の 課題 で や る が 、 バ イオ エネ ルギー の 活用 
で 世界 的 に 飼料 価格 の 高騰 が 続い て いる 中 、 飼 料 米 へ の 期待 は 大 きい 
[生産 コス ト 削 減 へ の 取組 み 方 法 に つい て ] 
堆肥 の 多 投 入 栽培 ・・・ 増 量 米 ( 超 多 収 品種 ) の 栽培 に は 、 約 4 倍 の 施肥 量 が 必要 
水管 理 の 省略 ・・・ 飼 料 米 栽培 は 深水 で 洪水 管理 の まま で 良い 
乾燥 の 省略 ・・・ 高 水分 の まま 収穫 し 乳酸 菌 添加 、 ソ フト グレ イン サイ レー ジ と し て 利用 
育苗 作業 の 省略 ・・・ 直 播 坊 培 、 ひ こ ば え 農法 の 導入 
農薬 散布 の 省略 ・・ 飼 料 米 は いも ち 病 、 紋 枯 病 が ほとん ど な い 
コン トラ クタ ーー( 農 作業 受託 ) の 導入 ・・・ 大 規模 化 の 展開 、 紙 袋 輸送 か ら バ ラ 流 通 へ 
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夫 作 帮 甘 奶 角 汶 / 庙 /1 大 都 身 ( 励 成 峙 度 ) 
『 平 成 21 年度 農林 水産 予算 概算 要求 の 概要 より 
対策 等 の 項目 対策 等 の 概要 実施 主体 概算 要求 額 























障害 物 除去 、 土 壌 改良 等 の 再 | 耕作 放棄 地 再生 利用 に 
EN 生 利用 活动 、 用 捷 水 施 设施 | 到 直 失手 《村 有 | 。 2 3 0 估 
整備 等 者 ・ 借 り 手 ・ 企 業 等 


耕作 放棄 地 
解消 対策 


耕地 と 耕作 放棄 地 と の 一 体 的 
肛 業 生産 基 毅 の 競 備 に よる 耕作 放 諸 地 | 計 と 條 半沢 坦 標 の 土方 公男 体 の 


MR 作 放棄 地 の 束 備 等 


耕作 放棄 地 等 に お ける 新規 需 
食糧 自給 率 向 上 戦略 作物 の 増産 対策 | 要 米 (米粉 ・ 飼 料 米 等 ) 等 の | 農業 者 ・ 生 産 法人 a 
生産 拡大 支援 


er 耕作 放棄 地 を 放牧 地 や 草地 と 
饲料 自给 率 向 上 计策 し て 活用 する 取組 み 支 援 


292 億 円 


_ | 特 定 農業 法人 等 が 耕作 放棄 地 
農地 の 確保 ・ 有 効 利用 の 促進 支援 。 | 等 を 引き 受け て 営農 する 場合 | 農業 1 1 9 人 円 
の 支援 等 
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生 彦 する 農産 物 の ボー トム フ ォ リ チオ に つい て 


ポー ト フ ォ リ オ と は 


= 品目 や 栽培 地域 、 栽 培 時 期 を 分 敵 す る こと に よる " リ 
スク 分 散 ” の 考え 方 


品目 を 、 米 な ら 米 、 野 藤 な ら 野菜 だ け と いう 単品 生産 か ら 、 米 ・ 野 
業 ・ 牛 ・ 豚 と いう よう に 、 多 く の 品 目 を 手掛け る こと で 、 あ る 一 つの 品 
目 が 


箸 を 受け て も 、 決 定 的 な ダメ ー ジ を 回 避 で きる 。 
次 南北 に 長い 地勢 を 活用 する こと で 、 周 年 出荷 が 可能 に な る だ け で な 
く 、 地 理 的 な リス ク を 分 散 で きる 。 


次 日 本 の “四季 "を 活用 する こと で 、 そ の 作物 の 旬 を ずら し た り 、 季 
節 的 な リス ク を 分 散 で きる (大 規模 ビニ ー ル ハウ ス で 代替 可 ) 。 
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クソ ラー チェ ー シ に こつ /) で て 





パリ ュー チェ ー ン と は 


一 「 川 上 」 の 生産 か ら 「 川 下 」 の 加工 ・ 流 通 ま で 一 貫 し て 関わ る こと に 
よっ て “価値 の 連鎖 "を 産み 出す 仕組 み 。 農業 版 SPA( 製 造 小売 り ) 





放 直 人 応 半 の 生 彦 座 ( 疹 子 大 上 農業 嫌 究 を セン ター 訪 療 ) 


ハウ ス 50a 生 産 の ケー ス (生産 地域 : 県 下 全域 ) ハウ ス 50a 生 産 の ケー ス (生産 地域 : 県 中 南部 ) 
設備 投資 額 12.500 千 円 設備 投資 額 
作付 期間 4 て 11 月 設備 耐用 年 数 作付 期間 設備 耐用 年 数 
規模 











販売 収入 販売 収入 le 
生産 経費 MM 生産 経費 -设备 投资 客 
人 件 費 a 人 件 費 nl 


Rie 3.832 千 円 | ・ キ ヤッ シュ フロ ー( 年 ) 

ss 

・ 投 資 額 を 借入 し た 場合 の 投資 額 を 借入 し た 場合 の 

中 選 年 数 は 3. 6 年 償 過 年 数 は 7. 0 年 

0 有 

投资 额 倘 膛 年 数 | 36 年 。 | 本 的 短期 間 で 投資 回 収 が | | | 投資 額 憎 軍 年 数 次 回 収 は 設備 耐用 
見 込め る 年 数 と 同 程度 要する 











・ 県 農業 研究 セン ター の 資料 を 基 に 試算 
・ 平 常時 の 通年 ベー ス で あり 、 ハウ ス 建 設 期 間 や 天候 に よる 生産 量 増 減 が 見 込ん で いな い 
・ 人 件 費 は 一 人 当たり 1. 5 百 万 円 、 税 額 は 所 得 額 の 459% で 算出 し た 
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て 左 美 尊 ( 窒 愛美 リノ み ら の 農 差 才 琴 紛 ~ 





[夏場 の イチ ゴ を ハウ ス で 生産 ] 


> 異 業種 (建設 業 ) か ら 農 業 へ 参入 。、 イ チ ゴ ハウ ス 3, 000 坪 他 、 水 田 、 畑 で 大 豆 や 麦 を 耕作 


と CFS 間伐 材 等 を 活用 し た チッ プ ボ イラ ー で 冷暖 房 を 行い 、 イ チ ゴ 栽培 が 難し い 
夏季 期間 の 栽培 ・ 出 荷 に 取組 み し て いる 





・ 環 境 に 配慮 し た イチ ゴ 栽 培 は 、 建 設 業 か ら 参 入 事業 と し て 、 平 成 18 年 度 建設 業 新 分 野 進 
出 等 表彰 事業 と し て 表彰 を 受け て いる 


・ チ ッ プ ボイラ ー 導 入 に より 、 ほとん どの ハウ ス で 利用 され て いる 化石 燃料 の 使用 を 極力 抑 
え 、 間伐 材 等 の 木質 バイ オマ ス 燃 料 が CO2 削 減 に 貢献 


・ ボ イラ ー は 冬季 間 は 暖房 、 夏 季 間 は 冷房 と 周年 利用 を 行なっ て いる 
・ ハ ウス で は イチ ゴ の ほか 、 野菜 や 花 電 栽 培 も 検討 し て いる 


今後 の 課題 ] 
チッ プ ボ イラ ー 設 備 の 投資 コス ト 軽減 や 、 チ ッ プ と し て 利用 する 間伐 材 の 調達 コス ト 削減 な 


ど 、 初 期 コ スト お よび ラン ニン グ コ スト の 削減 が 、 チ ッ プ ボイラ ー 普 及 の た め に 解決 し な けれ 
ば な ら な い 課 題 で ある 
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て 君子 半 な こと て 諾 美 謙 運 彦 差 へ の こま で の 災 共 み ー 


平成 18 年 4 月 ・ 新 し い 中 期 経 営 計画 で アグ リ ビ ジ ネ ス 参 入 を 重点 施策 と する 
岩手 県 農業 法人 協会 と の 情報 交換 (総会 、 セ ミナ ー 等 へ の 出席 ) 


平成 19 年 6 月 ・ 南 いわ て 食 産業 クラ スタ ー 形 成 ネッ トワ ー ク に 加入 
9 月 ・ い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル に 行員 1 名 を 派遣 
平成 20 年 3 月 ・ い わ て 農林 水産 物 輸出 促進 協議 会 へ 加入 


平成 20 年 4 月 ・ 法 人 営業 部 情報 開発 室 ( 現 ・ お 客 さ ま サ ービス 部 ) に アグ リ ビ ジ ネ ス 担 当 者 を 2 名 配置 
* ア グリ ビジ ネス 推進 の た め 岩 手 県 農林 水産 部 OB を 採用 


農林 公庫 「 ス ー パ ーL ク イッ ク 融 資 」 の 取扱 を 開始 
・ い わ て アグ リフ ロン ティ アス クー ル に 行員 1 名 を 派遣 


* 日 本 政策 金融 公庫 「 農 業 経営 アプ ドバイ ザー」 に アグ リ ビ ジ ネ ス 担 当 者 1 名 が 合格 
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ン ア クノ ビジネ スズ 夏 紗 みみ ど ジョ ン ( 凌 愛 婦 ノー 












岩手 銀行 対応 の 概念 区 





岩手 銀行 の 役割 


・ 法 人 化 、 大 規模 化 .新 规 就 农 支援 


・ 遊 休 農地 活用 、 通 年 
食 の 安全 、 安 心 || 之 
レー ザビ リティ 


農業 の 商業 化 、 商 業 ソリ ュー ショ ン メ ニュ ー 

の 農業 化 。 站 二 る 

Le | 庆 记 
連携 強化 

・ 生 産物 の ブラ ンド 化 

・ 付 加 価 値 の 向上 

・IT ネ ッ ト 、 直 販 














流通 業 ・ 飲 食 業 
観光 業 ・IT 産 業 
病 院 ・ 給 食 セ ンタ ー 















地域 支援 SR 名 
.地 产地 消 基金 協会 と の 提携 


“海外 输出 Gels Ot i 
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麟 盛 交 上 医 フ ァ ン た の 短 芝 


避 商 工 連 携 フ ァ ン ド ( 仮 )」 


| いわ て 農 





中 小 企業 と 農林 漁業 者 の 連携 に よる 新た な 商品 開発 等 を 支援 する 基金 


> 基金 総額 は 29 億 1 千 万 円 (岩手 銀行 は 5 億 円 ) 、 運用 期間 は 
10 年 間 で 、 年間 約 4 千 万 円 の 運用 益 を 中 小 企業 と 農林 漁業 者 が 共同 で 


取り 組む 新規 事業 に 助成 
助成 は 、 中 小 企業 と 農林 漁業 者 の 連携 体 と 、 事 業 の 支援 機関 が 対象 


る 装 象 事業 は 、 新 商品 や 新 技術 の 開拓 研究 、 事 業 実施 に 必要 な 市 場 調査 、 販 路 の 開拓 


な ど 


> 県 北 ・ 沿 岸 地域 の 助成 率 を 高め 、 本 県 の 基幹 産業 で ある 第 一 次 産業 を 


支援 し 、 地 域 経済 の 活性 化 を 図る 
助成 期間 は 3 年 間 、 助 成 率 は 事業 費 の 1 ン 3 程 度 
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